
「子供に学びを委ねる」授業に“共に”挑戦しよう！

子供の姿を“共に”語り合おう
水平展開

実践を“共に”進めよう
自走化
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「 ３ つ の 創 る 力 」 発 揮 ・ 育 成 授 業 づ く り 通 信

共 に創 る

①「３つの創る力」の発揮・育成に向けて、自校の取組のさらなる向上を目指し、どんな手立てや意識の変化が必要
か、周りの人と話し合ってみましょう。

②前回の通信で計画した自分の挑戦を振り返り、子供に学びを委ね、「３つの創る力」の発揮・育成に向けて取り組
むことを書きましょう。

私の取組！

教師は、「３つの創る力」を意図的に育成します。教師の意図をもって学びを委ね、子供たちが「３つの創る力」を
発揮しながら学びを進められるように、校内研修や教育課程で示された計画を基に、日々の授業でサイクルを回し
ていきましょう。

“共に創る”

校内アンケートで実態を把握している

学園もあります。「３つの創る力」の発揮

・育成のためには、

教職員の理解が

不可欠です。授業

で見られた「３つ

の創る力」を発揮

する具体的な子供

たちの姿を共有す

ることも理解を深

めるためには有効

です。

A

中心授業等の事後研では、具体的な子供の姿を見取り、先

生方が積極的に語り合う姿が見られています。話し合う視点

や方法は様々ですが、目の前

の子供の姿から振り返ること

が大切です。子供の表れの要

因を、身に付けたい資質・能力

や教科の見方・考え方、授業

者の手立て等の視点から分析

し、授業改善につなげている姿

も見られています。

子供の姿から振り返る

校内の実態から次の
手立てにつなげる

どのように「３つの創る力」を子供たちに発揮さ

せるかを明確にした授業づくりが進んでいます。

指導案への位置付け等、各校で工夫した手立て

がとられています。単元の計画段階で、どの力を

どのように発揮させるか計画し、単元を通して意

図的に育成することが大切です。

単元を進める中で、どの時間に
どの力を特に意識して育成する
か計画する

単元を通して、「３つの創る力」を
発揮する子供の姿を具体化する

D 「３つの創る力」を意図的に育成する

秋が深まり、校内研修の充実が図られてきている時期です。『共に創る』に基づいて授業サイクルを回し、「３つの

創る力」の発揮・育成に向けて、各校では、様々な手立てを用いて取り組んでいます。市教育委員会の各種訪問等か

ら見えてきた各校の取組のよさやよりよい校内研修につながるポイントをまとめました。

自校の実態をつかむD
P

“自校の
プランシート”

次年度に
向けて

C

具体的な子供の表れを「３つの
創る力」と関連させて価値付ける


